
 

 

平成24年度 第２回コミュニケーションチーム活動検討会 結果概要 

 

１ 日 時 平成24年10月19日（金） 10：30～11：30 

 

２ 場 所 かながわ県民活動サポートセンター２階特別会議室 

 

３ 出席者 県民会議委員：足立 功、増田 清美、坂井 マスミ、音羽 真東、井上 貞子 

      事務局：今部課長、近藤グループリーダー、田邊主事 

 

４ 概 要 

1 今後の広報について 

・ 事務局から、資料により、今後の広報について、前回検討会での委員意見の報告と検討事項の説明を

行った。 

 

（以下、委員からの主な意見） 

【紙媒体での広報・ターゲットの選定について】 

● 媒体を決める前に、広報のターゲットを絞り込んだ上で媒体を選定する必要がある。 

 

● ターゲットの絞込みは不要ではないか。水源環境保全税の納税者誰にでも分かる広報をすべきであ

るというのが大前提である。 

 

● 過去５年間の取組の認知度が低いのは問題である。今後はしっかりと手順を踏んで基礎調査等を行

い、ターゲットやそれに合わせたメッセージを設定することが必要である。 

 

● 行政の行う広報はビジネスのための広報とは異なるため、特定の世代を対象にして個別の広報を行

っても、そこからの波及効果は少ないと思われる。 

 

● 伝えるべきメッセージ（内容）を考えれば、自然とターゲットも絞れてくるのではないか。まずは、

広報の内容や発行物の配付方法を工夫することの方が大切である。 

 

● 配付先としては、県民が多く足を運ぶ下水道処理場や、イベント会場などが効果的であると考える。 

 

● （県民ニーズ調査の結果を見ても分かるように、）調査を行っても、明確なターゲットの設定につ

ながるような結果が出るとは限らない。まずは、今すぐに出来ることからやってみるべき。 

 

【今年度の取組】 

● 配付する広報物にアンケートをつけ、そのフィードバックを見つつメッセージを考えていく。（中・

長期的課題） 

 

● 従来のニュースレターに代わるパンフレットの作成と、配付先の検討をする。（短期的課題） 

 

● すぐに捨ててしまわれがちな１枚もののチラシではなく、保存期間の長い、見栄えのするパンフレ

ットを作成する。 

 

● パンフレットの位置付けは、「読者にとって“入口”となるもの」。（大体のイメージとしては、

「水はどこから来るんだろう？」土地水課作成のリーフレットのようなものを想定） 

資料４ 



 

 

● 現在、行政が発行しているパンフレット「かながわの水源環境の保全・再生をめざして」の導入に

なるものをイメージ。 

 

● 事業モニターの結果や県民会議の取組を県民に伝えることは重要（県民会議の義務）であるが、今

回作成するパンフレットでは、まず県民に関心をもってもらえるよう、基礎的な情報のみを掲載。

最終的に、県民会議の個々の取組内容に辿り着けるようにもっていければよいと考える。 

 

● 最低限掲載するべき内容は、水源環境についての基本情報、これまでの取組の成果と課題、詳しい

情報の在り処（掲載HPアドレスなど）、問い合わせ先。 

 

・ 本日いただいたご意見を元に、事務局の方でパンフレットのたたき台となるイメージを作成する。 

・ 次回の検討会で、より具体的な内容をチームで検討していただく。 

 

 

 




























